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叡山ケーブル・ロープウェイの旅客運賃改定の実施について 

 

平素より、当社鋼索線（通称：叡山ケーブル）・架空索道（通称：叡山ロープウェイ）の運行に関しまして、ご理解を賜

り誠にありがとうございます。 

京福電気鉄道株式会社（本社：京都市中京区・代表取締役社長：大塚憲郎）は、２０２５年２月１４日に近畿運輸局長

宛に鉄道事業（叡山ケーブル）の旅客運賃の上限変更認可申請を行い、本日３月２１日付けで同申請について認可を

受けました。また索道事業（叡山ロープウェイ）の旅客運賃の変更について、本日３月２１日に近畿運輸局長宛に届出

を行いました。 

これらを受けて本年４月１日（火）より、叡山ケーブル・ロープウェイの運賃を以下のとおり改定いたしますので、お

知らせいたします。 

ご利用のお客様にはご負担をおかけすることとなりますが、何卒ご理解の程お願い申し上げます。 

 

 

１．改定実施日 

   ２０２５年４月１日（火） 

 

 

２．改定内容 

 

【鋼索線（叡山ケーブル）】 

  ・普通旅客運賃 

 

 

 

 

 

 

 

 【架空索道（叡山ロープウェイ）】 

  ・普通旅客運賃 

 

 

   

 

 

 

 現行 改定 

大人 
片道   ５５０円   ６００円 

往復 １，１００円 １，２００円 

小児 
片道   ２７０円   ３００円 

往復   ５４０円   ６００円 

 現行 改定 

大人 
片道   ３５０円   ４００円 

往復   ７００円   ８００円 

小児 
片道   １８０円   ２００円 

往復   ３６０円   ４００円 



 

３．運賃改定の理由 

当社鋼索線は１９２５年１２月に、架空索道は１９５６年７月にそれぞれ開業し、天台宗総本山延暦寺への参拝

や、比叡山観光に訪れるお客様の移動手段としてご利用いただいております。 

両事業は、自社による増収対策の実施はもとより諸経費の削減を図るなどの対策を行い、鋼索線について

は１９８９年に実施した消費税３％導入に伴う改定からこれまで、消費税率改定に伴う改定以外の運賃改定は

行ってまいりませんでした。その後、新型コロナウイルス感染拡大によって利用者が激減いたしましたが、安

全確保のための必要最小限の修繕工事に絞るなどの対応で事業を継続してまいりました。 

しかしながら、２０２３年の新型コロナウイルス感染症５類移行後は、利用客数の回復は進んでいるものの、

原材料高騰による工事費の上昇、燃料高騰による電気料金の値上がり、最低賃金の上昇や雇用確保維持のた

めに必要な賃金水準維持による総体的な人件費増加等により、今後の収支見通しにおいて現行運賃では収

支改善、事業継続を図ることが難しい状況となっております。 

設備の更新や修繕、自然災害への対応等の対策を継続的に実施することで事故のリスクを低減し、今後と

も引き続き安全な運行を行うとともに、施設・設備の改修により鋼索線・架空索道を利用されるお客様に快

適なサービスを提供するため、このたび運賃改定を実施することといたしました。 

 

 

４．その他 

      現在発売中の鋼索線（叡山ケーブル）・架空索道（叡山ロープウェイ）でご利用可能な企画乗車券類（「比叡山 

フリーパス」、「比叡山・京阪線きっぷ」、「比叡山日帰りきっぷ」）は価格を据え置き、２０２６年３月発売開始分 

から価格改定を行う予定です。 

 

 

以 上 


